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20 ～ 30 個体しか確認できていない。今回の調査により、食害による更新阻害の可能性が
示唆され、保全対策が必要な状況が確認された。
Ⅰ．はじめに




















調査は、母島では 2011 ～ 2015 年、向島では 2009 ～ 2015 年の間に実施した。各島の調
査方法を下記する。
母島においては、個体数と食害の調査を出芽の見られる 1 ～ 3 月に、開花結実の調査を
3 ～ 5 月に実施した。1 ～ 3 月の調査では、生育地の半径約 30m の範囲についてくまなく
踏査し、個体数と食害等の有無を記録した。3 ～ 5 月の調査では、開花・結実個体数を記
録した。ただし 2015 年は、4 月 4 日のみ調査を実施した。
向島においては、1 月下旬から 5 月上旬に 1 ～ 2 回調査を実施し、開花結実状況と食害
等の有無を記録した。
Ⅲ．結果
母島では、5 年間でのべ 97 個体が観察され、そのうち 46 個体において食害が確認され
た（表 1）。食害は、地際の葉や茎を齧り切っているようなもの（図 1）と、葉や花茎を齧
り取っているようなもの（図 2）が確認された。開花個体については、2011 年に 3 個体、
2012 年に 1 個体、2015 年に 2 個体が確認された。結実個体については、2011 年に 1 個体、
2015 年に 1 個体が確認された（表 1）。
向島では、7 年間でのべ 11 個体が確認されたが、食害は確認されなかった。開花個体に




年に 2 個体が確認された。結実個体については、2014 年に 1 個体、2015 年に 2 個体が確認
された（表 2）。
表 1　母島におけるシマツレサギソウの生育状況
年 個体数 食害 開花 結実
2011 19  6 3 1
2012 14 10 1 0
2013 12  4 0 0
2014 32  9 0 0
2015 20 17 2 1
表 2　向島におけるシマツレサギソウの生育状況
年 個体数 食害 開花 結実
2009 1 0 1 0
2010 1 0 1 0
2011 1 0 1 0
2012 1 0 0 0
2013 3 0 0 0
2014 2 0 1 1
















向島では、食害は確認されなかったが、毎年 1 ～ 3 個体しか確認されなかった。20 ～ 30
年前にも 2 ～ 3 個体しか確認されておらず（星善男、私信）、いずれは地域個体群が消滅す
る恐れがある。また、向島の生育地付近ではトクサバモクマオウなどの外来生物駆除等の
自然再生事業が行われているため、生育環境の変化等に注意していく必要がある。
謝辞
本件の調査を行うにあたり、調査地の情報等を教えて下さった星善男氏、また、本稿作
成に関して丁寧な御教示と御鞭撻を賜りました首都大学東京理工学研究科加藤英寿助教に
厚く御礼申し上げます。
文　　　献
環境省（2012）レッドリスト．植物Ⅰ，別添資料 7 －⑧．http://www.env.go.jp/press/
file_view.php?serial=20557&hou_id=15619
東京都（2014）レッドデータブック東京都 2014 ～東京都の保護上重要な野生生物種（島
しょ部）解説版． 
